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幼稚園の教育目標
元気な心と体で、自分で考えたり頑張ったりできる、明るく優しい子を育てる。

「げんきな子 がんばる子 やさしい子」

園 舎 全 景 幼 稚 園 経 営 方 針

○幼児期の発達の特性に配慮した指導計画や「やりたい」気持

ちを大切にした週案の作成、指導に生かす評価の工夫などを

通して、幼児一人一人のよさや可能性を伸ばすようにする。

○日々の遊びや生活を通して、人と関わる力の基礎を養い、道

徳性の芽生えを培うための指導を充実させる。

○発達や学びの連続性を踏まえた小学校教育との円滑な接続を

図るとともに、家庭や地域との連携・協働による幼児期の教

育の推進を図る。

○幼児が安心・安全に過ごすための保健指導・危機管理体制の

充実に努める。

○特別な配慮を必要とする幼児に対応した保育を実践し、関係

機関との連携を図る。

○「やりたい気持ちがうまれる保育～健康な心と体を視点とし

て～」をテーマとした研究において、計画的に園内研修を実

施し、教職員の資質・能力の向上を図る。

重 点 課 題 と 対 策 特 色 あ る 教 育 活 動

○幼児期の発達の特性に配慮し、幼児一人一人のよさや可能性

を伸ばす保育の実践

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ、幼児の

興味や関心、発達の実情などに応じた教育課程の見直し

・幼児一人一人のよさや可能性などを把握し、「やりたい」気

持ちを大切にした週案の作成と評価の工夫

・思いを伝え合い、試行錯誤しながら一緒に活動したり、共

通の目的が実現する喜びを味わったりすることのできる体

験の重視と、振り返りや学び合える場の設定

○発達や学びの連続性を踏まえた小学校教育との円滑な接続

・「遊び」を中心とした生活の中で育まれる幼児期にふさわし

い学びの充実と「育ちと学びをつなぐ」を意識した遊びの

実践

・保幼小の連携、架け橋期プログラムの推進

○家庭や地域との連携・協働

・家庭や地域と連携した個に応じた家庭教育支援

・特別な配慮を必要とする幼児への対応方法の研修

・学校評価を活用した園経営の改善、充実

○幼児が安心・安全に過ごすための保健・安全指導

・幼児の発達の特性に応じた保健・安全指導、感染症対策

・定期的な避難訓練の実施、園舎内外の安全点検の実施

・体力アップ推進、保健、安全指導の充実

○教職員の資質・能力の向上

・計画的な研修の実施

○幼児一人一人の「やりたい気持ち」を大切にした「遊び」が

「学び」の未来を育てる保育の実践

○広い園庭を活用した異年齢児との交流による保育と体力づく

り

○園内の畑を利用した季節に合わせた食物、植物の栽培体験

○保育所・小学校との連携

・小学校との合同避難訓練（地震・津波）

・保育所や小学校との交流活動

○園バスを利用した園外保育の実施

○身近な公共施設見学・体験（図書館 等）

○鹿島アントラーズのコーチによる巡回指導

○SDGｓの推進

・みんなで仲良くしたり、環境を大切にしたりする活動

・あいさつ運動

○幼稚園給食の提供・預かり保育の充実（早朝・延長・夕方）


